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単純 ・並列 ・直列回路にお ける電流の 認識 に関す る実態調査

一
日本 ・米国 ・韓国の 大学生 の 多肢選択 と自由記述 の 分析
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1　 は じめ に

　電 流 に 関す る認識 の 調査 は 、 世 界各 国で 実施

され て い る 。 オ ズ ボー
ン ら （工988 ）は 、イ ギ リ

ス 、ニ ュ
ージー

ラ ン ド、ア メ リカ の lt・ど もを対

象 に単純回 路 の 電流 の 流 れ 方 に つ い て の 子 ど

も の 考 えが 4 種 類 に 分 類 で き る こ とを 明 らか

に した 。 目本 で は 、古屋 ら （2001 ）が 、並列 回

路や直列 回 路に お け る電流 の 流 れ方 に関 して 、

誤概念で あ る 「交通流モ デ ル 」 が 高学年 にな る

ほ ど増加 して い くこ とを明 らか に した 。

「交 通 流 モ デ ル 」 とは 、 電 流 モ デル の 誤概念

の
一

つ で あ る 。 並列 回 路で は 、 単純回 路 と電

流 を比 較する と、回 路 の 分岐前 は、単純回 路

と電流 の 強 さは 同 じで、回 路 の 分岐後は 、電

流 の 強 さは 半分 に なる とい うモ デル で あ る。

直列 回 路 の 場合 で は 、単純回 路 と同 じ強 さの

電流で あ る と考 える モ デ ル で あ る 。

　 本研究 は 、 H 本 ・米 国 ・韓国 の 大学生 の 単

純 回路 ・並列回路 ・直列回路にお け る電 流 モ

デル の 認識 を明 らか にす る こ とを 目的 とす る。

2 　方　法

（1 ） 調査 問題 の形 式

　調査 は 、質問紙 法 に よ り実施 し、多肢選 択

問題 と自由記述 問題 を併用 した。

（2 ）調査 対象 と調 査時期

被験者   日本 ： 国立 H 教 育大 学 　 大 学生

　　　　　 ユ 68 名 　 2007 年 1 月実施

　　　　  米国 ： ⊥州立 大 学　　　　大学生

　　　　　　 91 名 　 2007 年 9 月 実施

　　　　  韓国 ： 国立 C 教育大学校　大学生

　　　　　 147 名 　 2007 年 6 月 実施

3 　 結 　果

（1）　 目本 の 大学生 は、単純回路で は 科学的 モ

　　 デル を 75 ％ と多 く選 択 し て い る が 、並

　 　 列 ・直列 回 路で は誤概 念 で ある交通 流 モ

　 　　デ ル を 約 65 ％選 択 し て お り、そ の 割合

　　 は 3 力 国 で最 も高 い
。

（2 ）韓国 の 大学生 は 、 並列 ・直列 同 路で 科

　　 学的 モ デ ル を 3 力 国 で 最も多 く選択 し

　　 て い る 。 選 択 した 理 由は 、「キル ヒ ホ ッ

　　 フ の 法則」 や 「合成抵抗 の 減少 」、
「オ

　　 ーム の 法則 」 とい っ た 科学的 な知 識 に

　　 基づ い て い る 。

（3 ）米 国 の 大学生 は、並列回 路 ・直列回 路

　　 で 交通 流 モ デ ル 以外 に も均 等流 モ デ ル

　　 や減衰 モ デ ル を多 く選択 して い る 。

（4 ） 直列 回路 で科学的 モ デル を選 択 した 各

　　 国 の 大学生 は 、「合成抵抗 の 値 が増加 す

　　 る」 こ とに着 目 し て い る が 、交 通 流モ

　　 デル を選 択 した各国 の 大 学生 は 、「回路

　　 内で 電流 は
一定で あ る 」 と い うキ ル ヒ

　　 ホ ッ フ の 法 則 に着 目 し て い る 。

4 　 考　察

　結果か ら、日本 の 大学生 の 多 くは 、 単純回路

で は、電 流 の 流 れ を 「科学 的モ デル 」 で と らえ

て い る こ とが わ か る 。 けれ ども、並列 ・直列回

路で は 、他 国 と比 較 し て 誤概 念 で あ る 「交通 流

モ デル 」 を多 く選 択 して い る。そ の 原 因 には 、

科学的 な知 識が 身 に付い て い な い 場合 と、部分

的 な 科学的知 識 と明確 な誤概念 が 併存 し て い

る場合が考え られ る 。

　 した が っ て 、 日本 の カ リキ ュ ラ ム や電流 に お

ける指 導方法 、水流 の ア ナ ロ ジ ーを用 い た教科

書 の 記述 な ど も含め て 見 直す必 要が あ る と考

え る 。
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